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アンデス銅資源地帯空中予察調査

④

空中調査

前回空中調査のあらましについて簡単に紹介した.

こう書いてしまうと比較的順調に事が運んだかのよ

うにみえるカミ気候･風土在らびに風俗習慣の全くちか

う地球の裏側のチリ共和国の大北部の避地でしかも航

空機を使用する関係上実際にはいろいろな問題予期し

たい支障が発生する.これが仕事のスケジュｰルに

大きく影響しひいては団員相互の間の衝突の原因とも

なりがちである.以下空中調査を進めて行く経緯を

追いながらその一端を紹介し併せて滞在した各地に

おいて見聞したことを記して行くことにする.

コピアポ地区(1月26目～2月5目)

1月27･28目の両目中にA班(岡田･小原･入江)

B班(松野･本間･鈴木)の編成各班毎の分担区域の

決定必要な資料･基図などの分配を終え各班ごとに

差当っての飛行計画写真判読を完了し準備万端OK

となる.

27目仕事が一段落っいたところで1時すぎおそい

昼食をとりに町に出かける.人口わずかに3万の都市

では滞在3～遂貝にして食事すべ蓄目新しいところ

もなく匁ゆ会員制のクラブに抽そる潟そる入ってみる埋

建物の間口は狭いが奥行がかなりあり意外に広く

食堂撞球場バｰボｰルなど一通り揃っていてか

なり賜わっている｡食察を早く切り上げようと斌一

イをせきたてるのであるが一向に書き鷲が救い｡スｰ

プに始まってポストレ(デザｰト)凄で題冷エ時間

45分蔵申でカンシャクをおこしそう紀なる｡飲物つ

きで五人当りチップまで含めて五3｡胆スタｰド(約800

円とちょっと)で瞭は&もかくとして非常ぽやすい右

2蝸団長を通じてアタカ亨鉱業ヴ)久保さん宅から

しよう滴その伽の差入れがある苗故郷の味紀一同感激

だかでもしよう滴はサンチアゴラセレナと食卓に

非常に箆宝し時に鈴木さんの努力1はってたびたび

一夜漬が食卓ぽのぽるように扱った串野菜はキャベ

ツナスキウジ板ど簿本にあるものは何でもあって

しかも旅行者1こは必要の扱いようなアルミ㌫ウムの硬貨

や紙くず同然の紙へいで買うこおがで書る｡しよう滴

は外国に居住する資本人にとって貴重品の一つであり

ラセレナからアンドファガスタヘの移動の途中紛失し

松野久也

たことが憎まれる.翌29目日曜目に備えて酒をは

じ･めし好晶果物などを買込んでおく.果物も野菜

と同様バナナマンゴ扱ど熱帯のものからスイカメ

ロン水密桃アンズはては寒冷地のリンゴまで実に

豊富でありしかも日本に比べて非常に安い.一般商

店ばかりでなく銀行商社頚便局まで平目でも

11時30分から15時30分までの昼休みと7時以後には店を

閉じ日曜目は完全に休みである.ここで新田さんは

エスタトァス調査団へ参加のため1時団を離れるこ

とになる.

29日約束した飛行機がこない.日曜目に仕事をす

るのは間違っているらしい.翌30目も9時30分から約

2時間空港での待機も空しくいらいらした1目となる.

午後4時に狂ってパイロットがようやくホテノレにあ

らわれる.病気のため遅れる旨コントロｰルタワｰを

通じ｡て連絡しだそうであるが全く連絡恋し.どこに責

任カミあるのであろうか皆目見当カミつかない.夜久

保さん宅でおにぎりミソ汁太刀魚の塩焼目本酒

で夕食をご馳走に狂る.1人でおにぎり6個という人

もある.令夫人および2人のお子さんは最近お出に狂

ったそうでお子さんはこの夏休みあけから現地の学校

紀入られるとのこと曲

写窺トｰン暴常(跳晩駆即h1･1⑪鵬･m㎜･1y)

3蝸になってやっと本格的液調査ぽ入ることになる.

隻月S資蜜でA湿両班交替で順調ぽ作業が進められ

繊ピア栄地区で合計至⑪?個の変質帯が識別されA

蔦Cの3クラスに分類されて縮尺王:卿芽000の地

形図にプ渓ットされた｡この緕果わずか紀五例を除

いてすぺての変質帯が写真上に明るいトｰンとして

詞録されほとんど閥違い恋く単写真勅るいは集成写真

上で予め予測でき蕃ごおが明らかに放った罰したカミ

って十分気をつけてこれら明るいトｰンで記録され

花異常地を予め写真上に亨一クすることぽよって飛行

計画が無駄匁くたてられ能率よい調査が可能となる.

われわれはこのような異常に対して写真トｰン異

常(凶碗慧蝸凶童｡室｡鮒鋤｡測量iy)という名称を与える

ことはし淀(写真3亘馳～3δ)同じ明るいトｰンで記

録されているものであっても特定の層準あるいは特定

の岩体だけが朗るいトｰンで記録されているものは別�
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であることはいうまでもないことである(写真一34)

これら変質帯は一般に大きな広がりをもっており

しばしば数km2という広さに達する.したがってそ

の広がりと変質帯の色彩異常の程度とは地上を歩く調

＼走向･傾斜一.

望月､

第15図エルザルパドｰル鉱山北方クルクル川上流地域の変質帯略

図(写真一35参照)この変質帯は著しい写真トｰン異常を示す

部分は小さいが地形異常一周囲との侵食パタｰンの差一から図

のようにその範囲を決定した.この変質常の特徴はこれを中心

としてみごとな放射状岩脈が認められることである.変質帯は

地質構造上NE住いしNNEに沈降する向斜構造の軸部に位置し

断層としてはNE-SWおよびNW-SE方向の2条が認められ

後者は変質帯の北東限を画しており前述の岩脈にも大きなずれを

生じさ竜でいる.

写真一34

査では簡単に把握することは不可能に近い.

一方これら写真トｰン異常として記録される変質帯

の色彩異常の広カミりおよびその強度とその下に伏在する

鉱床との間に何らかの相関関係があるものと考えられ

る.しかしながらそこには非常に複雑な条件が絡み

合っており現在の知識では簡単に結論を下すわけに

は行か放い.しかし柾カミらこれら鉱床探査の最初の

手カミかかりとして変質帯が重要恋意義をもつことを考

えれば変質帯を空中写真上で識別し空中からの観察

によって変質のパタｰンに関連する色彩異常を評価す

ることはチリ北部のような人跡未踏の広大な地域にお

ける鉱床探査の第1段階として有効な手段とたること

は否定の余地はないであろう.2月5目予定の調査

を終えて小川団長と岡田小原両氏によるチェック飛

行が行なわれることになる.他の団員は折からの日

曜目アタカマ鉱山の現場を見学午後からカルデラ港

に魚釣りのレクリエｰションに行く.出発以来初め

て仕事から解放されてゆっくリしたユ目を送る.

アタカマ鉱山

この鉱山は前にも紹介した通り三菱石炭鉱業株式会

杜の傘下の鉱山会社であり1959年に創設1962年から

操業している.鉱床はコピアポ市の北東35kmの所に

あってLasAdrianitasとRa刮の2鉱体がある.

従業員は440名(うち日本からの派遣職員10名)1965年

には67万トン翌66年には57万トン(Fe,63%)を出鉱

ポトレリｰジョス鉱山の変質帯ケｰどシグの結果生じ杷陥没孔(矢印)を中心にして変質帯が広がっておりその範剛まさらに南へ約

30k㎜程追跡される.このような大き抵変質帯は空中からの観察によってさえ全ぼうを一度に把握することは困難である.変質帯は

明るい写真トｰン異常として写真上で容易に識別できる.その形は不規則なアメｰバ状を呈し地形的に周囲より突出している.変質

帯の西側に南北方向の走向をもって剛こ傾斜する堆積岩が認められこの中に明るv'トｰンをもつて記録されている層準があるがこれは変

質によるものでは柱く凝灰岩層であろう.�
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している.鉱床は花開閃緑岩体上のルｰフペンダン

トの接触部にあって下部は磁鉄鉱上部は赤鉄鉱とな

る.採掘はパワｰショベノレ4台を用い高さ10m

幅15mの階段掘りを行なっている(写真霧)､もちろん

露天掘である.暴吐比は1:1,4作業は午前S時か

ら午後工時午後1時から9時までの婁交替制である｡

選鉱は径15cm以上のものは手遅五◎～五δ鰍のもの

は磁選10cm以上のものを積出している直運搬は山

元からカルデラ港の専用車頭まで58良肌の専用道路を

自動車輸送を行荏っている.現在の採掘レベルは海

抜680mであるが485mまで採掘の予定である｡

午前9時から10時まで山元をみせてい花だいて専用

道路を車でカルデラ港に向う.5～亙Oc搬以下の鉱

石は運賃が高く採算がとれ扱いので露天に山積とな

っておりこれが道路の砂利がわりに使われている.

カルデラ港には折から鉱石専用船サンタクルス丸カミ

入っており粉塵をもうもうと立て在カミら積込みの最中

である.すでに田浦所長さんがきておられすっかり

順備ができており早速海に乗り出す.

まず湾内に釣糸をたれる.北海道のホッケのような

長さ30cm位の魚ばかりである.次1ζ場所を替えて

ヒラメをねらったが1匹もかからず赤黒い頭のやけに

大きなグロテスクな魚が面白いようにかかる.ミソ汁

にしてうまいそうである.頭上にはカモメが餌を求め

て飛びかい時にペリカンの大灘カミ襲来する.また

近くにまでオットセイが近づいてくる.ペンギンと共

にフンボルト海流に乗ってくるのだそうである.

昼食は少しおそくなってサンタクルス丸(写真一

36)ぽ招待されどヤムギ日本のビｰルお酒注どを

ご馳走にたる,船員一同は積込みの指揮に大童である.

30時間ちょっとで積込みを終え直ちぽ出港だそうで

船中殺気がみなぎりているよう放感じである､貝本に

着くと蝸時間位で荷おろしをして家族ぽ面会申の船員

を道立てるようにふ花たび出港してくるの減そうである.

サンチァゴヘ移動(2月6胃)

2月6簿次の予定地区の基地であるサンチアゴヘ移

動することに匁る由砂漠の大北部から緑のある中央部

への移動は楽しい古小川団長はチ燃ック飛行を兼ね

てセスナ機で一届先に飛び立つ.われわれはスｰノレ

(南)行のLAN-CHILEのダグラスDC-6である.

ノルテ(北)竹とここですれちがう.南行すなわち上

り便の乗客の顔は心なしか明るいように見受けられる.

東海道線に乗るのと東北線に乗るのとの違いに似ている.

空港の職員メカニコ(整備係)のおじさんからロビ

ｰの1隅の軽食コｰナｰのセニョリｰダまですっかり顔

なじみである.互いにお別れの挨拶をかわす.

LANにはLADECOとちがって美しいスチュワｰ

デスが2人死乗っている.制服には型は同じだがピン

クとあさぎ色の2通りがある(写真一37).背いたって

愛きょうがよく頼むと喜んでカメラの前にポｰズをと

ってくれる.これはチリ全般の女性についていえるこ

とであってカ

メラおよび写真

材料のきわめて

高価なこの国で

は当然のことか

も知れたい.

ちたみにコダッ

クの20枚撮りの

反転カラｰフイ

ルムカミ29.95エ

スタｰド(約1,

800円)である.

写真一35エノレサル

バドｰル鉱山北方

タルタル川上流地域

の変質帯(Long69.

㌲��琲�㈰��

(第1図参照)�
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写真一36カルデラ港にて積込作業中のサンタクルス丸後部甲板にて

田浦アタカマ鉱μI所長のかついでいる一升ビンには日本の真

水が入っている船尾の周の丸が目に鰺みるように美しか

った

途中ラセレｰプ市のフロリダ空港に寄港ここでひと

休みする.岡岡さんはアントファガスタから1人旅の

ご婦人にすっかり頼りにされている.空港のビルの周

りのロｰンと花たんが実によく手入されている.空港

の同側は道路をはさんで広い牧場である.ここから

サンチアゴまでは約1時間2時20分発3時すぎに左

手にアニ!ンカグァをみる.機の窓越しに短焦点レン

ズではせっかくの勇姿も如何ともしカミたい.やカミて

軍用機にまじってSASやLufthansaなどの国際線の

ジェット機が駐機するロスセリｰジョスに到着タ

クシｰに分乗してサンチアゴ市内に入る.久しぶり

に吸う大都市の空気はそれが外国の都市であっても非

常に懐しい.夕方大使館から手紙がとどけられる自

チリ到着以来最初の手紙である.夜は吉村さんのア

パｰトに招待されマグ浜のサシミ焼ナス白鷹とサ

ントリｰに一同感激する.

サンチアゴ

サンチァゴ市(写真一38)は南アメリカにおける第

3番目の都市であり入口吻万チリ共和国の首都で

ある.そしてこの国の文化1経済･行政の中心でも

ある.サンチアゴはスペインの征服下にあった脳3

年ペドロデハルデイヴイア(伽命｡如V設脳出)

によって建設され本国からもづとも離れた植民地の首

都としてSantiagOde1N雌柵猛鮒en玉｡(新しいさい

はてのサンチァゴ)と命名されたのである,したがっ

てこの時代の建築物や遺跡も数多く残されてはいるが

現在のサンチァゴは実に近代的松都市である皇この

都市の魅力は古い遺跡もさることながらその自然の

環境の実に素晴しいことにある､市はサンチアゴ県の

写真一37LAN-C削LE

のスチュワｰデスコピア

ポのチャモナｰテ空港にて

ピンクの上衣に白にピンク

の格子のスカ}ト帽子は

スカｰトと同じである

後方の樹木の生えていると

ころをコビァポ川が流れて

いる

ほぼ中央に位置し東のアンデス

山脈酉の海岸山脈の間の中央低

地の平野中しかも南と北を丘稜

性の山地に囲まれた盆地の中に位

置する.前にも述べたように

その温和な気候条件のため国家

の総人口の大半がこの市およびそ

の周辺に集中し鉄道ノ･イウェ

これをとりまく都市群と一体とな

ってチリ共和国の経済･文化の

中心をなしている.

サンチアゴ市中からは一年中

氷雪をいただいたアンデスの6,0

00m級の山々がどこからでも望

見され市の郊外には肥沃な緑の

農地や牧場が広がっている.

市はサンクリストバルの

丘の東側マポウチョウ川の扇

状地上に位置する住宅地区とその西側の主部とに分けら

れる.前者は美しい庭と街路にとりかこまれた平屋あ

るいは中層の住宅からなりその街並みは地形に支配さ

れて緩やかにカｰブする道路に沿っている.大使公

邸目本人会館大使館員の住居狂とはこの地区にあ

る.これに対して後者市の主部は扇端から平野

にかけてこの平坦なところにあって道路は碁盤の目の

ように区画され夏0階ないし王0数階のビルカ幣を並べて

いる｡これらの高層ビルの多くは上層が市民のアパ

ｰトと狙っている､このような単調抵碁盤の目に区画

された市の帯央に北東一南西方陶にのびるサンクリ

猟ドバルの猛およびその延長部に当るサンタルシアの

丘(写真12)があって美しい公園となっており市民

の憩いの場所に放っている昔このほか主要枚通りに

は中央分離帯として緑地が設けられこれらの交差点の

濠一タリｰあるいは市中の一区画にプラザと呼ばれる公

園が適当柾間隔で配置されている｡このよう匁公共施

殿は非常によく等入れされており遣踏もすみずみまで

鋪裳凄れしかもすべて歩道か完備している,これは

サンチアゴばかりで扱く地方の人P獲～3万の都市に

ついても全く共通してい克ることであって貫本の都

市造りの拙劣密が痛切に感じられるのである.

サンチァゴ布は市内の表しさもさることながら近

くにすばらしい行楽地を控えている｡すなわち市内

からアンデスの岬繰蛮でわずか50～6脈1･〕海岸まで王00

渋搬是らずの距離にある白道路は完全に舗装され時速

80～工20k雌位でとばずことができる(第6図)�
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第17図サンチァゴ下け周辺略図

サンチァゴ市内から北東に車で約1時間の距離にある

フアレジョネスからラバルバにかけての地域は高度

2,000m以上の所に位置しすばらしいスキｰ場があり

その南のラグニジャスと共に有名である.また1966

年の世界スキｰ選手権大会のひらかれたホルティｰジョ

はサンチアゴｰブエノスアイレス間の国際鉄道とこれ

に平行する国際ハイウ皿イの沿線にあってサンチアゴ

から約5脈鰍の距離にある｡ここでは6月から工0月塞

で約6ヵ月間がシｰズンであり北半球とシｰズンが金

く逆に放る由談た南半球における数少いスキｰ場の

!つとして練習のためここを訪れるプ減およびアマの

スキャｰが非常ぽ多い｡近くのインカ湖ではアイス

スケｰトを楽しむことができこのほかあちこちに存在

する湖は夏はは釣場として蜜た付近州山海は登山

ハイクに好適である｡ポルティｰジ餐からは南米の

最高峰ア鴛ンカグァも至近の距離にある.凄たこれ

らの地域には秀麗放火山もいくつかあり温凝を伴っ

ている､バノレパライソを中心とした海津は海水浴

水上スキｰ和ソト海釣赦とに絶好の場所でありま

た人工と自然とが調和した風光明糞扱別荘地でもある｡

サンチァゴ地鰹(2月ηヨ～五州)

スケジ狐一ルでは71磐の肺洲は準備イ乍菜である.

仕事が軌道は乗ってきたので今度のサンチアゴ滞在は

実に気が楽である､7賞籔時から仕察の村合せ続

いて写真の補充注文のリストの作成外貨交換鉱業権

関係調査の法態代書人の選定次夢)調査地ラセレｰナ

のホテルの予約等雑用をすませる.補充購入の写真の

注文は地理調査所が3月10目まで夏期休暇のため

大使館の吉村さんに依頼することにする.ドノレの交換

は目下インフレ状態のこの国では毎日レｰトカミ変る

のでチピチビとやることにする､来たとき50セン

チシモスで買えたマッチがすでに70センチシモス(帰る

ときには100センチシモスとたった)とたる.引続き

午後6時まで残った地域の写真集成を行政う.セロ

テｰプ大老き1本邦貨で1,200円事務用鋏約1,500円と

工業製品はベラボウに高い.大体において日本の3倍

である.夜10時からPo11oDorado(金色のひな鳥)

での会食に備えてホテルに帰って1ねむりする.前

にも書いたように昼寝をはさんで1目を2目に使う

この国では日本流にやっていたのではとても身体カミも

たない.予約席にはチリの国旗と目の丸が交差して

立ててある.その隣はアメリカ.の年とったご婦人たち

の一団である.星条旗が同様に立ててある.

拍車をつけた長靴にポンチョ姿のカウボｰイ(huaso)

スタイノレの坊やと可愛い小女のと民族舞踊ミクゥエイカ･

その他ステｰジショウをみながら食事をする.お客さ

んの中から1人の娘さんが出てウァソ姿の楽士の1人

と組んでクゥエイカを踊りアメリカ人の団体の中で誕

生目を迎える人のためにバｰスデｰケｰキがおくら

れハッピ二バｰスデｰツウユウが演奏されわ

れわれのためにサクラサクラが奏せられる祖ど実

に和やかな場面と匁る｡ステｰ列むはオｰケストヲ

チビ勿1一ウキ嚢ウも出演しておりわれわれ黒本人に

妙ン労ダ州1(酬碑蕪)剖臓蜘加ボｰ争功(脇鱗砥⑬)

州沸可幽ご滝泌､1や央部浮)農牧地帯糾二位轡し郊外には船沃な準野力婁ひら

けている｡①マポウチョウ駅②サンクリストバルの丘③サンタルシアの丘

④競馬場⑥クウシイニヨ公園⑥国立競技場⑦一般墓地⑧チリ大挙�
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者が微笑を送り手を差延べ午前1時すぎまで楽しく

過す.ただわれわれの席の目の丸には誰か心ない

学生か“OrchestraTipicaTOky0に酔いしれて"と黒

々と落書きしてあるのには一同恥しい思いをする､こ

の落書きにはごていねいにも自分の師事する先生の名

前までが記されている.

9目われわれの班から作業開始.珍しく曇天であ

る.午前9時ロスセリｰジョスにて待機したが

パイロットがあらわれずわれわれのセスナCC-CC.U

は飛行時間50時間の定期整備中である.10時30分すぎ

パイロットのナチュラリがかけつけ本目気象状況ポ悪

い旨8時25分にホテルに電請したはずだという.こ

こでも連絡不十分責任カミどこにあるのか全くわからな

い.彼と一諾に空軍の気象部に行って気象状況を聞

く.ラセレナ以北は晴サンチアゴからラセレナ

南部にかけて積乱雲があって危険.このためユ1時す

ぎまで待機したが飛行許可が得られず作業を断念す

る.この目A班は日本人会館でオｰケストラテ

ィピカトウキョの1行を招いて手料理でアワビノ･マ

グリなどのバｰベキュウを楽しむ.筆者は折から中

南米を旅行中の東京教育大学の甲田福井両教授らと昼

食を共にする.三菱商事の荒木さんカミアナンドして下

さる.夜は黒子一等書記官のお宅に一同でお邪魔する.

夜11時ホテルに帰り小川団長から注意がある.

｢たとえ昼すぎになっても飛べる状態に放れば飛ん

で現地上空まで行ってみること｣と.

10目A班の飛行をもってサンチアゴ地区の調査が

開始される.筆者らのB班はA班に替って残ってい

たラセレナ地区の写真の集成作業を行なう.これを

もって写真集成作業は全部完了.1,117枚の集成作業

はなかなか大へん柱仕事である.折からパカシオネ

ス(休暇)の季節ホテルはスｰル(南部)に行くお客

さんか多い.この日アントファガスタの日本鉱業の

小笠原さんにお会する.やはり家族連れで南部への

旅行の途中である.後で聞いたのであるが広島大学

の吉田博直さんを隊長とするパタゴニア探険隊がこの

頃サンチアゴに到着していたそうである.

氷食の影響

小北部すなわちラセレナ地区から以南比較的高緯

度にある地域では現在校お海抜4,000㎜以上のところ

に山岳氷河(写真一1)が存在しカｰノレU宇谷

氷堆石堆積物氷堆石堤による堰止湖抵とごく最近の

氷河遺跡カミさらに低いところ海抜3,000㎜位のところ

にまで認められる(写真32-33).

サンチアゴ地区におけるエノレテニェンテ･リオブ

写真一39

ディスプタｰダ鉱山付近の変質帯写真申央部に大きな褒質帯が広がる

るがこれは写真上では明らかでない

その下方の稜線に沿う鉱山道絡の対岸にさらにもう一つ別の変質帯があ�
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ランゴ･ディスプタｰダなど著名な鉱山のほとんどがこ

れら氷河遺跡の存在する標高の高い山岳地帯にある.

このようにごく最近まで氷河あるいは氷床によって覆

われその移動による削剥を受けていた地域と乾燥し

た気候条件下でこれと全く異粗った風化･侵食を受けて

きた地域とでは変質帯の地表へのあらわれ方に著し

い差があることは当然であろう.

これらの地域における色彩異常の地表へのあらわれ方

とこれらの写真トｰン異常として写真上へのあらわれ方

について十分考察を進める暇はないカミ気温の変化の

影響の違い風化より機械的な侵食営力が卓越したと

いう特性を考えただけでもそこに大き狂差があること

は容易に推察できるところである.一般に氷堆石堆

積物およびU字谷あるいはカｰル壁から崩落した崖錐堆

積物は実際の観察でも白っぽい色彩を呈し写真上に

も明るいトｰンで記録されることが多い.したカミって

本来の変質による色彩異常や写真トｰン異常とは単写真

上では区別しがたい.しかしながら立体対写真上で

立体的に観察すれば同じ明るいトｰンの部分でもそ

の表面の地形的特徴を手がかりとして両者の区別は可

能である(写真一39)

一方その色彩異常を実際の観察によって評価する場

合これまでにみてきたコピアポ地区における変質帯と

はかなり変った外観を呈しておりまだ氷堆石堆積物

の白っぽい外かんさらに氷堆石湖の鮮やかな紺碧色な

どカミ強烈な色彩として目にとびこんでくるためその

判断がかなり左右されやすい.

変質帯を写真上で識別する場合写真トｰン異常のほ

かに後に述べるがもう一つ重要た手がかりとして

地形異常(topographicanomaly)がある.しかした

がら氷食作用はその性質上岩石の種類たらびに地質

構造とは無差別的であって地形異常はこのような地

域における変質帯の識別の手がかりとしては全く無力

である.サンチアゴ地区全体を通じて識別された変

質帯の総数は合計42でありA級と判断されるものは

皆無である.この寮実は色彩異常の評価を全く異

なった基準に従って行扱う必要があることを暗示して

いるのではあるまいか?

ラセレナ地区(2月1舶～2五目)

2則5目ラセレナヘ移動する.団長および小原

さんは王6目にセスナで出発.曇りラセレナ付近

の気象状況がよくたいせいか午前9時45分から午後2

時近くまで待機させられる｡おくれたお陰でYS一五五の

デモンス1ψ一ション飛行を見これを見に集まってき

た多数の在留目本人にお会いすることができた｡眞1本

人会会長の恒川さんの顔も見える.チリにきて何10年

も日本に帰らない多くの年老いた人々にとって目の丸

のマｰクも鮮やかたしかも日本製の飛行機に乗ってみ

ることは.涙の出るよう狂喜びであろう(写真一15)

出発のおくれる理由についてアナウンスも泣ければ

昼食のサｰビスもない.仕方なくレストランで食事

をしながら待つ.隣のテｰプノレの家族連れと日本の切

手と硬貨を通じて親しくなる.サンチァゴのドイツ系

の学校に入っている子供(小学校3年生)を迎えに来て

アントファがスタに帰るのだそうである.お金持や外

交官らは子供は欧米系のサンチアゴにある学校に入れ

て寄宿舎生活をさせているのである.親の方はわれ

われのためにチリ国民の1人としての責任において

おくれる理由を明らにかにして呉れようと努力している

様子カミ手にとるようにわかる.こちらはアスクマ

ニヤナの国柄すっかり割切っている.午後2時近く

やっと搭乗途中ずっと厚い雲の上である.ラセレ

ナでは一度海上で旋回のうえ雲の下に出てフロリダ

空港に着陸する｡さっきのアントファガスタの家族連

れがそろってお世話に柾?たことについてお礼の挨拶に

くる.空港から調子のよい靴屋さんと相乗りでホテ

ノレに向う｡タクシｰの運転手に人数と荷物が多いから

割増金を呉れと請求される.

16目団長および小原さん到着早速明17目から作業

にかかることにする.r夏季において天気晴朗なチリ

が今年は異常にして…･｣と小川団長を注げかせる.

天候についてチリ空軍の気象観測所に問合わせる.

雲は通常海岸から30～40kmの範囲に発生し内陸部は

晴れていることが多い.しかしながら出発は飛行許可

とパイロットの判断にまかせることにする.もし状況

が悪ければ内陸のオバｰジェ(Ova11e)に基地を移す

ことも止むを得ない.この付近では途中セスナでみて

きたところではアンデスの山中にも変質帯カミ望見され

一方中央低地帯のテイルテイルの鉱床は表土カミあって

はっきりしないようだと団長から請がある.調査の前

にアンダゴｰジョ鉱山国連が探鉱したドメイコやロィ

カの鉱床の位置をENAMIの支所あるいは地質調査所

の支所で聞いて予め検討をしておく必要がある.

ここからは調査地上空に入る婁での距離が短かく

仕事が能率的に運ぶ.また大北部と違って小さな町

や村が多く滑走路だけの飛行場もいたるところにある.

したがって昼食は携行して適当柾町に降りてとること

にする.毎ぽメルカｰド(市場)で口に合ったものを

買い集め西瓜やオレンジなど果物蜜で持参してピクニ

ック気分で楽しい｡王蝸u時まで飛行許可が得られ

ず空港ロビｰのソファにかけて古新聞を黒板替りに�



一54一

マジックインキで図を描きながら写真地質の講議をす

る.21目も同様写真地質の講議図解射線法に入る.

本で読んでもわからなかったのがやっと理解できると

本間さんに感謝される.22目12時まで飛行不能午

後からのチェック飛行をもってこの地区の調査を終了

する.ここで飛行機は次の25時間チエヅクとなる.

ちょうど100時間目に当っており完備した工場で大が

かりなチエヅクを必要とし1目半を要するためイキ

ケ(Iquique)に回航することに柱る.この便に乗っ

て小川団長と小原さんは一足さきに次の調査地アンドフ

ァガスタヘ向う.この目.午後フリｰとなり本間さ

んと2人で鉱山局の出先(Serieciodelm三na)に行き

鉱業権調査の書類を督促する.その恩で地質調査所の

支所を訪れる.折からの夏休みでここでも留守番だ

けで地質やさんは不在である.

ラセレナ市

ラセレナ市はサンチアゴ市から陸路約600km航

空機で1時間半のところにある.水のある川の川口近

くに位置しオアシスの町である.ここから南西約14

kmの所に港湾都市コキンボ(Coquimbo)市がある.

ラセレナ市が落着いた美しい住宅地区であるのに対し

てコキシ病市は鉱石(主として鉄鉱石)の積出港で大

小の外国船が入港している.地形的にも前者カミ緑多い

エルキツルビオ川の沖積平野に望む丘の上に位置する

のに対してコキンボ市は海岸にせまった乾き切った岩

山の急斜面にへぱりっいた市街地である,両都市の聞

には鉄道のほか頻繁にバスがある.料金は300セン

チシモス(邦貨約18円)と非常に安い.

ラセレナ市は文教･行政の中心地でもあり国立

工科大学鉱山学校その他たくさんの学校考古学博物館

たどがあり鉱山局鉱山分杜地質調査所の出先機関

などもある.市街地にはセビリア風の建物がたくさ

んみられ16世紀バロック風の要素を備えた植民地時代

の建物と近代建築とがよく調和して絵のように美しい.

この市街地には1840年法王グレゴリオ16世の許可に

よって建てられ現在国宝に指定されているカテドラル

教会をはじめ30にのぼる教会があって朝な夕なに美し

い鐘の音をひびきわたらせている.

町の中心には美しい公園(写真一40)があリこの

近くから海岸まで約6kmの間中心に公園をはさんだ

大通りがある.この公園には年を経た大木が樹陰をつ

くり両側にはギリシア風の彫刻がいろいろなポｰズを

とって立ち並んでいる.娯楽施設として映画館が1っ

しかなくまた酒場もないこの町ではこれらの公園が

憩の場所となっており夕暮れには二人連の姿で実に

賑やかである.この大通りの端には灯台を兼ねた望

楼が太平洋の砂浜に望んで立っており付近の砂浜は甲

羅千しをする若い人たちで一はいである.

ホテルはやはりトリスモのサンフランシスコデ

ァギイレサンタルシアの丘の端眺望のよい住宅街の

一画にある.コピアポのホテノレと違ってきわめて古

風なスペイン風の建造物である.宿泊料は部室代が

17.7エスタｰド(邦貨にして1,000円と一寸位)食事カミ

3食1,200～1,500円位であって非常に安い.ただ

しこの町の最高級のホテルであるがシャワｰだけで

バスはない.このホテルのレストランがこの町では

最高一レストランらしいレストランとして唯一のもの

一であって宿泊客だけでなく夕食にはたくさんの

人が神かけテｰプノレはほとんど毎日一はいに狂る.

毎夜専属の楽士の演奏カミありボｰイに心づけを持た

せると所望の曲をやってくれる.コピアポもそうであ

ったカミ:コキンボ県には鉄をはじ｡めとして金銀コ

バルトラピスラズリ(瑠璃)マンガン石膏燐灰石

写真一40ラセレナ市の中心にある公園プラザ

デアルマス(P胞zadeA了mas)

写真一41鉱山分杜の支社の正面玄関を入ったところにある壁画鉱1⊥■を主題と

したもの�
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銅だと数1,000にのぼる鉱床があってホテルにはわれ

われのような作業服の宿泊者が食事をとるための別室が

用意されている.鉱山分杜や駅などのホｰルには庶

民の生活や労働を主題とした壁画(写真一41)がある.

市全体どこをみても美しい町である.

写真一42アンダゴｰジヨ鉱山の変質滞(第17図参照)(L㎝g.71回06-W,Lat.30.15'S)

写真一43ジ･ヒレナ地区4ヒ部における一変笈脩(Long.､7ぴ圭5プW,L…派29j≡30主S)(鈴且8幽参照)�
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地形異常(Topographic組mma1y)

ラセレナ地区は大北部と中央部との中間に位置し

小北部と呼ばれ地理的位置ばかりでなく気候･風土

ζの点でも両者の中間的性格をもっているところである｡

拶をξ袈鐙鵜

〆

撤?関アンダ蔦一ジ嚢鉱山⑳醗質欝(簿無一魏畿麟)､鰯串

衝縁か蔭純正/慮位刺ζ瀞欄液とご創こ翻肪陶の縫線秘齢

簑ζの穣綴の両側醐㈱砦驚幾塙の大慈扱艦体と雛定され

鼠ご叙葦ご対してその簾1ζは減N鰍舳鑓箆労胸の泰胸

をも棚て減速剛こ喰答やか紀頓餓して雌璃砦淋分聯す慈.

堆積勘ま関晴喋繰近くで反転して磯義やか滋殉斜構遺登作

榔てい敬愛質静は写翼ト岬ン銀徽蜜添妻匁いか純形鮒

に凹地とな搬ており水系はその中心書こ簡りで求心放射状の

流路をとっている.また変質帯の周辺にはNW-SE方

向の岩脈が多数認められ変質帯の中にあるいはこれに接

して凸出したヒ㌧クがいくっかあリ砦撚状の買入籍体と搬

窺嚢衰循､

本地区の東方アンデス山脈中ではサンチァゴ地区に

みられるよう匁変質帯がみられるが中央低地帯中にも

多くの変質帯が認められる.これらは一般に写真上

で写真トｰン異常がはっきり､しない･しかしこれを

鶏王8璽濠ゼレチ地匿北部1こ棚亨篇㎞裟質襟鵬鰯(專真一遂3欝照)｡この

蜜質帯微顕著扱写真ト川ン轟轍蜜添慈姑嚇地形自牝凹の纂轍を爺し

刊嶋｡変質熱㍑鰹頚部皇の蹴こ陵地形上擦斜の懸換漁カ嶋棚て

裟質瀞の鱒剛ま立体瀞写糞上で籍彊慈航液並体感から籍釧こ溌憲で慈

る｡付滋の地質構激変却勢穣織で海る.裟策糊湖薬の顧薯な厳麟に

よ欄て地層の連続が麟湖ほい繊状燭として潮肪胸のしかも北1ζ

就降す篭勅をもつ触騰造の翻榔1こ位鰻する､変質榊踊遼㍍て上述

の断層と一致した方向の岩脈が顕著である.漢だ褒質祷刺こ砦探ら

しい凸出した丘がある.

写真一44ラセレナ中北東部における一変質構(Lo蝿.榊む4プW,L駐t.29竈49'S)(鶏互図参1照)�
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立体対写真上で観察すると地形的に凹所とたっている

ものが多い(写真一42～44第17～19図)コピアポ地

区ではエノレサルバドｰノレの変質帯(写真一3)をは

じめサンサミュェルI.I.G.所有鉱区の変質帯(写

真一45第20図)など地形的に突出しているものが多

くきわめて対照的である.以上から地形的特徴も

変質帯の識別上きわめて重要た手がかりと租る.こ

れら地形上にあらわれた異常を地形異常(tOpOgraphic

anOmaly)と称することにする.

先に述べた色彩異常をもたらした初生の変質作用と鉱

約5㎞
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第19図ラセレナ市北東部における一変質帯略図(写真一44参照).

この変質帯は写真トｰン異常としてはさほど顕著ではないが色

彩異常としては実にみごとなものであった.全般に凹の地形異常と

して識別される.変質帯の東側には堆積岩がN-S方向の走向を

もって東に傾斜しているが変質帯を含めてその西側の地質構造は

写真上では明らかでない.

化作用とはそこに存在する岩石にいろいろた物理･

化学自弓変化を与える.これに対して風化･侵食作用

が差別的に働くため変質帯は周囲より突出しある

いは凹所となって地形的に周囲と異なった異常を生ず

るものと考えられる.写真一3に示すエノレサルバド

ｰルの変質帯は地形的に突出したものの代表的な例であ

り同じく写真一42に示すアンダゴｰジョ(Andaco11o)

のそれは地形的に凹所を作る好例である.

このような地形異常は立体対写真上で誇張され

た立体感から実際に現地でみるよりはるかに容易に識

別することができるのである.ラセレナ地区におい

て調査表に記載された変質帯の数は51コにのぼる.

ここでは写真トｰン異常より色彩異常と地形異常が

識別の手がかりとなる変質帯か多い(未完).

(筆者は応用地質部)
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第20図サンサミュエル鉱山(Long.70,100.W,Lat.27.05'S)お

よびI.I.G.所有鉱区の変質帯略図(写真一45参照).本図中には

少なくとも4つの変質帯が認められる.そのうち顕著なものが上記

の2つである.周辺には花開岩質の岩石が広く分初しておりN-S

NE-SWNW-SEなどいくつかの方向の節理系が発達してい

る.変質帯は明るい写真トｰン異常として記録され地形的には

突出している.変質帯中には買入岩体の存在を推定させる突出し

たピｰクが認められる.

写真一45サンサミュエル鉱山(写真中央右はし)およびI.I.G.所有鉱匿(写真中夫鉄道線路の北側)の変質構(第5図参照)�


